
（別紙４）

～ 令和7年3月31日

回答者数 １家庭

回収率 100%

～ 令和7年3月31日

回答者数 １名

回収率 100%

～ 令和7年3月31日

回答数 １名

回収率 100%

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・継続して月２回の保育所等訪問支援を行えるようにしてい

きます。

・対象児童のみでなく、広い視野を持って支援が出来るよう

努めます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・園に訪問するだけでなく、関係機関との情報交換や事業所

の見学をしていただき、訪問時に適切な評価や支援に対する

助言を行っていく。

・保育所等訪問支援においては月に２回をベースに行えてい

る。対象児童のみでなく、園やクラス、他のお子様の状況把

握にも努めている。

・できる限り月２回は訪問できるよう努めています。

・外部から人が入ることで、保育に支障がでないように気を

つけています。サポートが必要な場合はそっと手助けし活動

の妨げにならないようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・月２回の保育所等訪問支援で、対象児童の実態を把握し、

助言、支援に繋げていくこと。

・月２回の訪問支援だけでなく、事業所へ見学に来ていただ

いたり、より密な連携をとったりすることで、少ない回数で

も実態把握や助言等を適切に行っていく必要性を感じてい

る。

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価実施期間 令和6年4月1日

○訪問先施設評価有効回答数 対象数 １名

令和7年3月31日

事業所における自己評価統括表 【保育所等訪問支援】

○保護者評価有効回答数 対象者数 １家庭

○従業者評価有効回答数 対象者数 １名

○事業所名 児童発達支援センター　にじのはし

○保護者評価実施期間 令和6年4月1日

令和6年4月1日

公表


